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❖十八史略（先従隗始）（教科書p.134-p.135）

重
要
語
句 

次
の
語
句
の
読
み
と
意
味
を
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
読
み
は
送
り

仮
名
も
含
め
て
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
る
こ
と
。

⑴ 

君
（
一
三
四
・
２
）�

⑵ 

不
レ
足ラ
（
一
三
四
・
４
）�

⑶ 

今
（
一
三
五
・
２
）�

⑷ 

従リ
（
一
三
五
・
２
）�

⑸ 

於イ
テレ

是ニ（
一
三
五
・
６
）�

重
要
句
形 

次
の
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
な
さ
い
。

⑴ 

死 

馬ス
ラ

 

且ツ 

買フ
レ
之ヲ

、
況ン

ヤ

 

生ケ
ル

 

者ヲ 

乎
。（
一
三
四
・
８
～
一
三
五
・
１
）

⑵ 

豈ニ 

遠シ
ト
セ
ン

二　

千 

里ヲ
一
哉
。（
一
三
五
・
４
）

内
容
理
解 

次
の
各
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

1�　

⒜
「
弔ヒ
レ
死ヲ 

問ヒ
レ
生ヲ

」（
一
三
四
・
２
）、
⒝
「
卑ク

シレ
辞ヲ 

厚ク
シ
テ

レ

幣ヲ

」（
一
三
四
・
３
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
昭
王
の
ど
の
よ
う
な
態
度
を
示
し
て
い
る
か
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア　

斉
国
に
対
し
て
人
道
的
、
政
治
的
な
優
遇
を
誇
示
す
る
態
度
。

　

イ　

賢
者
に
対
す
る
礼
を
尽
く
し
、
誠
意
を
十
分
に
示
す
態
度
。

あ
ら
す
じ 
次
の
空
欄
に
適
語
を
入
れ
て
、
内
容
を
整
理
し
な
さ
い
。

第一段 　

燕
の
昭
王
は
、〔
①　
　
　
　

〕
に
打
ち
破
ら
れ
疲
弊
し
た
自
国
を
再
興
す

る
た
め
に
、と
も
に
〔
②　
　
　
　

〕
を
治
め
る
こ
と
の
で
き
る
〔
③　
　
　
　

〕

の
推
薦
を
郭
隗
に
諮
問
し
た
。

第二段 　

死
ん
だ
〔
④　
　
　
　

〕
の
骨
を
買
っ
て
帰
り
、
後
に
生
き
た
〔
④

〕
を

呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
涓
人
の
話
を
持
ち
出
し
た
郭
隗
は
、
自
分
を
厚

遇
す
れ
ば
自
分
よ
り
〔
⑤　
　
　
　
　
　
　

 　

〕
は
必
ず
や
っ
て
来
る
と
昭

王
に
進
言
す
る
。

第三段　

昭
王
は
進
言
ど
お
り
郭
隗
を
厚
遇
し
た
と
こ
ろ
、〔
③

〕
は
先
を
争
っ
て

燕
に
駆
け
つ
け
た
。

十
八
史
略　•

先ヅ

従リ
レ

隗
始メ

ヨ

•
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⑵ 

「
之
」
と
は
、
何
を
指
し
て
い
る
か
。�

5�　

⒜
「
死 

馬
」（
一
三
四
・
８
）、⒝
「
生ケ

ル 

者
」（
一
三
五
・
１
）、⒞
「
千 

里ノ 

馬
」（
一
三
五
・
８
）

に
相
当
す
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

�

⒜ 

　

⒝ 

⒞ 

6�　
「
先ヅ 

従リ
レ
隗 

始メ
ヨ。」（

一
三
五
・
２
）
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ

い
。

⑴　
「
郭 

隗
」の
こ
の
言
葉
を
受
け
て
、「
昭 

王
」は
何
を
し
た
か
。
説
明
し
な
さ
い
。

⑵　

そ
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
か
。
説
明
し
な
さ
い
。

7�　
「
先ヅ 

従リ
レ
隗 

始メ
ヨ」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
現
在
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
意

味
を
、
簡
潔
に
ま
と
め
な
さ
い
。

　

ウ　

自
国
の
燕
と
敵
国
の
斉
と
の
境
遇
を
は
っ
き
り
と
区
別
す
る
態
度
。

　

エ　

賢
者
と
一
般
の
人
民
と
を
は
っ
き
り
と
区
別
す
る
態
度
。

　

オ　

人
心
を
集
め
る
君
と
し
て
の
仁
愛
を
示
す
態
度
。

2�　
「
以テ 

招ク
二
賢 

者ヲ
一。」（
一
三
四
・
３
）に
つ
い
て
、次
の
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

⑴� 

「
以テ

」
は
前
に
述
べ
た
こ
と
を
受
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
受

け
て
い
る
の
か
、
現
代
語
訳
で
答
え
な
さ
い
。

⑵� 

「
昭 

王
」
が
「
賢 

者
」
を
招
く
最
大
の
目
的
は
何
か
。
本
文
中
の
該
当
す
る
部

分
を
書
き
下
し
文
に
改
め
て
答
え
な
さ
い
。

3�　
「
先 

王 

之 

恥
」（
一
三
四
・
５
）
に
つ
い
て
、次
の
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

⑴ 

「
先 

王
」
と
は
、
誰
の
こ
と
か
。�

⑵ 

「
恥
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
。

4�　
「
得ン
二
身 

事フ
ル
ヲ

一レ 

之ニ

。」（
一
三
四
・
６
）
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な

さ
い
。

⑴ 

「
身
」
と
は
、
何
を
指
し
て
い
る
か
。�

⒜

⒝
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